
  

高齢者の暮らしと介護についてのアンケート調査結果 

○基本目標「共に支え合う地域づくり」、重点課題①「包括的な支援体制の構築」についての 

 アンケート結果から見る課題 

問６５（高齢者） どのような生活支援があればいいと思いますか。 

高齢者（65歳以上） 

 

必要な生活支援として、「体力や体調の変化について気軽に相談できる支援」の割合が高くなってい

る。 

問 47（高齢者） 家族や友人・知人以外で、何かあったときに相談する相手を教えてください。 

高齢者（65歳以上） 

 

家族や友人・知人以外の相談先として、最も多いのは「医師・歯科医師・看護師」の30.5%、次い

で「地域包括支援センター・役所・役場」の14.0%、「社会福祉協議会・民生委員」の11.9%と続い

ており、公的機関等の割合が低い傾向にある。 

30.5 

14.0 

11.9 

9.7 

8.8 

5.1 

39.1 

6.2 

0% 20% 40%

医師・歯科医師・看護師

地域包括支援センター・役所・役場

社会福祉協議会・民生委員

自治会・町内会・老人クラブ

ケアマネジャー

その他

そのような人はいない

無回答

（n=1,933）
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問68（高齢者） 
高松市では、地域における高齢者の身近な相談窓口として、「高松市地域包括支援

センター」を設置しています。「高松市地域包括支援センター」を知っていますか。 

高齢者（６５歳以上） 

 

「高松市地域包括支援センター」の認知度は26.8%と低い状況である。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

知っている

26.8%

聞いたことはあ

るが、内容はよ

くわからない

32.2%

知らない

37.2%

無回答

3.7%

（n=1,933）



問73（高齢者） 
認知症になっても、地域で安心して暮らすことができるためには、どのようなこ

とに重点を置くべきだと考えますか。 

高齢者（65歳以上） 

 

認知症になっても安心して暮らせるために重点を置くべきことは、多い順に「認知症のことを相談で

きる窓口・体制の充実」の58.3%、次いで「認知症の人が利用できる介護施設の充実」の53.0%、「家

族の身体的・精神的負担を減らす取組」の52.7%となっている。 

課題 

＊高齢者が住み慣れた地域で安心して自分らしく暮らすためには、必要なサービ

スを必要なタイミングで受ける必要があり、そのための適切な情報提供や相談体

制の充実が求められる。 

＊ひとり暮らし高齢者世帯や高齢者が高齢者の介護を行う世帯では、家族の介護

力に限界があり、医療、介護といった専門的なサービスの充実とともに、住民が

主体となった身近な助け合いや孤立化を防止するための見守り等のさらなる取組

みが必要である。 

58.3 

53.0 

52.7 

52.5 

35.8 

31.0 

27.3 

16.8 

13.5 

9.8 

0.8 

1.0 

8.2 

5.3 

0% 20% 40% 60%

認知症のことを相談できる窓口・体制の充実

認知症の人が利用できる介護施設の充実

家族の身体的・精神的負担を減らす取組

できるだけ早い段階から、医療・介護などの

サポートなどを利用できる仕組みづくり

家族の仕事と介護の両立支援などを含めた、

経済的負担を減らす取組

市民に認知症への正しい知識と理解をもって

もらうための啓発・情報提供

認知症の人を地域で見守る体制の充実

悪質商法や詐欺的な勧誘による被害を防止

するための取組

日常生活の中で必要となる財産管理などへの

支援の充実

65歳未満で発症する若年性認知症の

人への支援

その他

特にない

わからない

無回答

（n=1,933）



○基本目標「自分らしい生活と生きがいづくり」、重点課題②「介護予防と社会参加の推進」に 

ついてのアンケート結果から見る課題 

問３９（高齢者） 

問４１（要介護認定者） 
生きがいはありますか。 

 

「生きがいあり」の割合は、高齢者で56.6%、要介護認定者で24.5%となっている。 

問４１（高齢者） 

問４３（要介護認定者） 

地域住民の有志によって、健康づくり活動や趣味等のグループ活動を行っ

て、いきいきした地域づくりを進めるとしたら、あなたはその活動に参加

者として参加してみたいと思いますか。 

 

健康づくり活動や趣味等のグループ活動に参加者として「参加してもよい」人の割合は、高齢者で

50.8%、要介護認定者で24.1%となっている。 

 

 

生きがいあり

56.6%

思いつかない

37.2%

無回答

6.2%

（n=1,933）

高齢者（６５歳以上） 要介護認定者（６５歳以上） 

生きがいあり

24.5%

思いつかない

69.2%

無回答

6.3%

（n=1,375）

高齢者（６５歳以上） 要介護認定者（６５歳以上） 

是非参加したい

3.8%

参加してもよい

24.1%

参加したくない

60.4%

既に参加している

1.8%

無回答

9.9%

（n=1,375）

是非参加したい

8.8%

参加してもよい

50.8%

参加したくない

32.2%

既に参加している

5.2%

無回答

3.0%

（n=1,933）



問６６（高齢者） 

問７０（要介護認定者） 
高齢者が気軽に集える場所に参加していますか。 

 

高齢者が気軽に集える場所に「参加している」人の割合は、高齢者で12.8%、要介護認定者で6.0%

となっている。 

問６６－２（高齢者） 

問７０－２（要介護認定者） 

高齢者が気軽に集える場所に「参加していない」と回答した方 

参加しない理由は何ですか。 

高齢者（６５歳以上） 

要介護認定者（65歳以上） 

 

集える場所に参加しない理由として、「きっかけがないから」「参加したくないから」の意見が多く

なっている。 

 

高齢者（６５歳以上） 要介護認定者（６５歳以上） 

48.7 

31.1 

21.9 

7.6 

14.8 

3.1 

0% 20% 40% 60%

きっかけがないから

参加したくないから

集える場所を知らないから

集える場所までの移動手段がないから

その他

無回答

（n=1,523）

35.1 

26.8 

23.6 

20.9 

19.2 

3.6 

0% 20% 40%

参加したくないから

きっかけがないから

集える場所を知らないから

集える場所までの移動手段がないから

その他

無回答

（n=1,151）



問2-1（高齢者） 

問 2-1（要介護認定者） 

介護・介助が必要になった主な原因は何ですか。 

（高齢者は何らかの介護が必要だが、認定を受けていない人） 

 

 

介護・介助が必要になった主な原因は、高齢者では「高齢による衰弱」と回答した人の割合が最も高

く、27.0％。次いで、「骨折・転倒」（15.7％）、「心臓病」（12.5％）。要介護認定者では「脳卒

中」と回答した人の割合が最も高く、28.7％。次いで「認知症」で24.2％。 

 

課題 

＊持続的かつ現実的な生きがいづくり・介護予防事業の展開。 

＊高齢者が長年培ってきた優れた技術や経験、知識等の持てる力を発揮できる活躍

の場、社会参加の場の確保と仕組みづくり。 

＊生活機能が低下する前の健康な時から、個人に合わせた適切な予防を行うなど、

健康寿命の延伸に向けた、介護予防・重症化予防の推進。 

 

28.7 

24.2 

19.2 

14.2 

12.3 

9.0 

7.3 

7.1 

6.7 

6.0 

5.8 

4.8 

3.6 

16.5 

1.3 

3.9 

0% 20% 40%

脳卒中（脳出血・脳梗塞等）

認知症（アルツハイマー病等）

骨折・転倒

糖尿病

高齢による衰弱

心臓病

脊椎損傷

がん（悪性新生物）

パーキンソン病

関節の病気（リウマチ等）

視覚・聴覚障がい

呼吸器の病気（肺気腫・肺炎等）

腎疾患（透析）

その他

不明

無回答

（n=1,261）

高齢者（６５歳以上） 要介護認定者（６５歳以上） 



○基本目標「安心して暮らし続けられる環境づくり」、重点課題③「生活環境の充実」について 

のアンケート結果から見る課題 

問89（高齢者） 
あなたが介護が必要になった場合に、将来の住まいと介護サービスの利用につ

いて、どのように考えていますか。 

高齢者（65歳以上） 

 

今後、介護が必要になった場合の住まいと介護サービスの利用希望について、「在宅での介護サービ

スを利用して、できる限り現在の住まいや地域に住み続けたい」と回答した人の割合が最も高く、34.8%

となっている。 

問65（高齢者） どのような生活支援があればいいと思いますか。（再掲） 

高齢者（６５歳以上） 

 

必要な生活支援については、「自然災害時の緊急時の避難行動の支援」と回答した人の割合が最も高

く41.7%、「外出が困難な高齢者への移動支援」が34.2%となっている。 

課題 

＊できる限り在宅生活ができるような支援 

＊身体機能が低下した人でも健康な人と同じように外出ができ、公共施設の利用、

日常的な活動や社会参加活動が特に支障なく行えるよう、移動手段の充実が必要 

＊地震などの災害時や緊急時に対応する避難行動の支援 

 

在宅での介護サービスを利用せずに、できる

限り現在の住まいや地域に住み続けたい

9.9%

在宅での介護サービスを

利用して、できる限り現

在の住まいや地域に住み

続けたい

34.8%

ケア付き住宅（高齢者向

けの各種サービスの利用

が可能な住宅）に早めに

住み替えたい

5.0%

介護が必要になったときに、

施設（特別養護老人ホーム

等）に入所したい

16.5%

今のところ、

よくわからない

28.7%

その他

0.4%

無回答

4.7%

（n=1,933）

41.7 

40.6 

34.2 

29.7 

28.1 

19.5 

4.3 

13.2 

0% 20% 40%

自然災害時等の緊急時の避難行動の支援

体力や体調の変化について気軽に相談できる支援

外出が困難な高齢者への移動支援

緊急通報装置などの設置

日々のちょっとした困りごとを頼める支援

（草抜き、買い物代行、ゴミ出し、電球交換等）

食事の提供支援

その他

無回答

（n=1,933）


